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イーネット・ローソンATM・セブン銀行のコンビニATM

が 24時間 ご利用可能！！お引出し
お預入れ

※ご利用いただけるコンビニエンスストア等の中には、「E-net」「ローソンATM」マーク
のない他社ATMが設置されている場合がございます。

※各マークのないATMをご利用の場合、いわぎんグリーンポイント倶楽部による特典等
当行が提供するサービスはご利用いただけません。

※各ATMマークをご確認のうえご利用ください。

コンビニATMのご利用もお得に！
《いわぎん》グリーンポイント倶楽部で 　「いわぎんグリーンポイント倶楽部」では、給料・公的年金のお受取りや公共料金

の自動引落しなど、いろいろなお取引をポイント換算し、その合計ポイントに応じ
てさまざまな特典をご利用いただけます。当行に普通預金口座をお持ちの個人
および個人事業主の方であればお申込みいただけます。

※上記ご利用手数料は平成25年11月30日現在のものです。

いわぎんグリーンポイント倶楽部では、上記以外にも特典をご用意しております。
詳しくは岩手銀行ダイレクトバンキングセンターまでお問い合わせください。 0120-788-506 平日9:00〜17:00

（銀行休業日は除く）
受付
時間

コンビニATM関連のお得な特典

対象ステージ 第2ステージ（70ポイント）以上

　キャッシュカードでイーネット、ローソン、セブン銀行のATMをご利用
する際の手数料（105円）を月2回まで※キャッシュバックします。

対象ステージ 第2ステージ（70ポイント）以上

　当行ATM（イーネットATM、ローソンATMを含む）からキャッシュ
カードを利用してお振込される場合、1件につき105円割引します。

コンビニATM利用手数料をキャッシュバック ATM振込手数料を割引

※上記コンビニATMの合計回数となります。

種類 ご利用いただける主な場所

●「セブン銀行マーク」のある
セブン-イレブン、イトーヨーカ
ドー等でご利用になれます。

●「ローソンATMマーク」のある
　ローソンでご利用になれます。

●「E-netマーク」のあるファミ
リーマート等でご利用になれ
ます。

※月曜日の2:00〜7:00はご利用いただけません。
※以下の祝日（ハッピーマンデー）につきましては、前日日曜日21:00〜祝日当日7:00はご利用いただけません。
1月第2月曜日（成人の日）、7月第3月曜日（海の日）、9月第3月曜日（敬老の日）、10月第2月曜日（体育の日）

※「お引出し」「お預入れ」「残高照会」のお取引において月曜日が祝日（振替休日を含む）となる場合、利用時間は「月曜日」、手数料は「土・日・祝日」と同じお取扱いとなります。
※12月31日〜1月3日は「土・日・祝日」扱いの手数料となります。
※イーハトーヴ支店（インターネット専用支店）のキャッシュカードをご利用のお客さまは、上記ご利用手数料を一律105円（消費税込）割引いたします。
※お振込には、ご利用手数料に加えて所定のお振込手数料が必要となります。
※貸越を伴うお取引に際しては、法令により上記210円の時間帯における手数料を105円にさせていただく場合があります。
※残高照会は、上記時間帯に手数料無料でご利用いただけます。
※システムメンテナンスのため、上記以外にサービスを停止させていただく場合がございます。

当行カードをイーネット・ローソンATM・セブン銀行のコンビニATMでご利用の場合

（消費税を含む）

お引出し
お預入れ

月曜日 210円 取扱なし 210円 105円 210円

火〜金曜日 210円 105円 210円

土・日・祝日 210円

お振込
平日 取扱なし 210円 105円 210円 取扱なし

土・日・祝日 取扱なし 210円 取扱なし
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平素より、私ども岩手銀行をご利用、お引き立ていただき

まして、誠にありがとうございます。この度、当行に対する

ご理解を一層深めていただくため、「いわぎんレポート」を作成

いたしました。本誌では、地域の復興・発展に向けた取組みや

当行の現況などをより分かりやすくご紹介しております。ご高覧

のうえ、当行をさらにご理解いただければ幸いに存じます。

さて、当行では、新たな長期ビジョン「地域の牽引役として

圧倒的な存在感を示すとともに、トップクオリティバンクとして

の地位を確立する」のもと、平成２５年４月より、計画期間を

３年とする中期経営計画「いわぎんフロンティアプラン

～復興と創造、豊かな未来へ～」をスタートしております。

本計画では「地域社会活性化への積極的な貢献」「収益力

強化に向けた組織と収益構造の改革」「ＣＳ活動の強化と

人材の育成」の３つを基本方針に据え、復興支援を強力に

推進するとともに、次世代を支える産業の育成などに主体的

に関わっていくこととしております。

地域の豊かな未来を創造するため、お取引先の課題解決

や新たなビジネスの芽を見つけるための支援、起業家を

目指す人材の育成などの活動にこれからも積極的に取組

んでいきたいと考えております。

今後も、地域の皆さまから信頼され選ばれる銀行を目指し、

役職員一同全力を尽くしてまいりますので、一層のご支援、

ご愛顧を賜りますよう、心からお願い申し上げます。

平成25年12月 代表取締役頭取

銀行法施行規則等で規定された開示項目は、後日発行いたします
「いわぎんレポート2013（資料編）」をご参照ください。

表紙の人 ／ 臼澤みさきさん
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多賀城腎・泌尿器クリニック　院長
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　岩手銀行さんは、若く元気な方が多いという
印象です。人と人との付き合いは、すべて
信頼関係によるもの。誠心誠意、接して
いただいたことで、短い時間の中でも良い
関係が築けました。

信頼関係が基本です

32

アウェイで得られた信頼

　多賀城腎・ 泌尿器クリニックは、
宮城県における中核の腎クリニックで、
多賀城市内で唯一、人工透析治療を行う
診療所です。しかし、東日本大震災の
津波で被災し、人工透析機器が使用不能
になるなど、通常の診療ができない状況
となりました。
　岩手銀行長町支店とのお付き合いが
始まったのは、震災後のこと。人工透析
を必要とする患者さんにとって、その
治療は生命に関わるものです。一刻も
早い復旧を模索するクリニックに対し、
機器の設備復旧と復興資金などに
関する情報を提供したのが契機となり
ました。
　担当した稲川優行員は、「岩手県外の
支店は、いわばアウェイの立場です。
どのようにして、お客さまとの信頼関係
を築いていくのか。そのためには、
お客さまが必要とする情報をどれだけ
提供できるかが大切になってきます」
と話します。このときは、本部の医療
コンサルティングチームとの協力が
大きな力となりました。

いわぎん 
Today

多賀城市内で唯一、人工透析治療を行う多賀城腎・泌尿器クリニック。

復旧した人工透析室。現在は61台の機器を備えています。

長町支店×医療コンサルティングチーム
命を守るため、医療を支える

岩手銀行長町支店　融資・渉外グループ

稲
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川
か わ

　優
ゆ う

　ふるさとの山田町も大きな被害を受けた
ことから、私は復興に対して人一倍強い
気持ちを持っています。震災前に戻れるよう、
地域の復興、さらに発展のお手伝いをしたい
と考えています。

復興・発展をお手伝い

本部と支店がチームとなって

　クリニックから復旧のための資金
調達方法について相談を受けた長町
支店は、医療コンサルティングチームと
密に連絡を取りながら、震災復興関連
の融資制度のみならず、様々な調達
方法についても紹介。必要な情報を
スピーディーに提供したことが、人工透析
機器の整備につながるなど、「パートナー」
に選んでいただける決め手となりました。
松下真史院長は、「その情報は、本当に
ありがたかったです」と、当時を振り返り
ます。震災前は59台だった人工透析
の機器。震災後は何とか30台で診療
を再開。しかし、地域の方々のニーズに
応えるためには、30台ではギリギリの
状態だったといいます。現在では61台
の機器を備え、まさに患者さんの生命
を支えています。
　松下院長は「岩手銀行さんが県外の
銀行ということは、まったく気になり
ませんよ。条件が合致し、必要な情報
を提供してもらえることがありがたい
のですから」と、笑顔を見せていました。
「最近では、院長先生からの依頼で従業

員の方々にも様々な情報提供などを
させていただいています」と、稲川行員。
お付き合いは、さらに深まっています。

　私は本部に勤務するものとして、常に新しい
情報の収集と知識の習得に努め、これを共有
することで支店のフォローをしたいと考えて
います。お客さまと長いお付き合いをするの
は支店です。多くの有益な情報をお客さまへ
ご提供することで、信頼がより高まりお付き
合いの深耕につながると考えるからです。
　岩手県はもとより近隣の青森県、秋田県、
宮城県の方々に「岩手銀行をパートナーとし
よう」と決断していただくには、お取引の条件面
のみならず、お客さま目線でのソリューション
（問題解決）営業による付加価値の提供がたい
へん重要なポイントとなります。「岩手銀行を
パートナーに選んでよかった」と思っていた
だけるよう、鮮度の高い情報の提供や各種
サポートの実施、そしてニーズに沿ったお取引先
のご紹介など、お客さまにとってプラスとなる
提案をしたいと思います。
　こうした思いを全役職員が共有し、お客さま
の良きパートナーとして歩んで参りますので、
気兼ねなく岩手銀行にご相談いただければと
思います。

「パートナーに選んでよかった」
と思っていただくために
岩手銀行地域サポート部
医療コンサルティングチーム
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営業推進役



いわぎんのCSR Corporate Social Responsibility　企業の社会的責任

地域社会の永続的発展への貢献
　当行の本業である地域金融の円滑化を進めていく中で、社会・環境問題
の改善に貢献する新たな金融サービスや商品の開発・提供にも努め、
地域社会との永続的な共存共栄を目指していきます。

地域のみなさまとの積極的なコミュニケーション
　誠実で公正な事業活動を遂行するとともに、社会貢献活動にも積極的に
取組み、これらの活動を通じた地域のみなさまとのコミュニケーションに
より、一層の信頼と親しみを感じていただける銀行を目指していきます。

CSRの活動テーマ（CSRに取組む目的）

CSR活動のキーワード  （重点項目）

「みどりの銀行のイーハトーヴ宣言」とは
　地域のみなさまの心の中には、それぞれ思い
描く「理想のいわて・東北」があると思います。
私たちは、現実の「岩手・東北」のなかでその
理想が少しでも形を成すことができるよう
行動していきたいと考えています。コーポレート
カラーが「みどり」の岩手銀行が掲げた
「みどりの銀行のイーハトーヴ宣言」には、
そうした決意を込めています。

職 場 訪 問

岩手県立福岡高等学校 宮古市立第一中学校

陸前高田市立第一中学校 花巻市立東和中学校

盛岡市立仙北中学校 葛巻町立小屋瀬中学校

コミュニケーション支援ボード 盛岡さんさ踊り

いわて国体寄付

　協賛事業などを通じて、地域の
人 、々特にも若い世代の「こころ」
を育むなど、地域の人づくり
活動に取組んでいきます。

豊かな
こころ

岩手県県有林J-VERクレジット購入 エコアクション21塾

　当行のコーポレート
カラーである「みどり」に
注目し、自然保護に取組
んでいきます。

豊かな
しぜん

第2回復興応援商談会（宮古市） 名城大学との産学連携協定

　様々な金融サービスや
商品などを通じて、当行
の社会的使命でもある
地域経済・産業の活性化
を目指していきます。

豊かな
くらし

第2回復興応援商談会（宮古市） 名城大学との産学連携協定

新たなCSR活動にも
チャレンジしていきます！！
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「赤レンガ」

通 信

6

（左）7月に開催した見学会には、赤レンガに愛着を
持つ市民のみなさんが参加されました。

（右）近くの小学校では、赤レンガを授業の題材に。
6年生が熱心に写生していました。

（下）しっかりとした線で描かれた赤レンガ。作品
の完成が楽しみです。

「久慈を盛り上げたい」と支店の
女性たちでバッチをつけています。

「今の業務を、ひとりでできるようになりたいです」と意欲を見せる前川蘭行員。

ま
だ
ま
だ
、あ
ま
ち
ゃ
ん
で
す
が
、

将
来
は
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ら
れ
る
銀
行
員
に
。
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支店紹介

岩手銀行久慈支店
〒028-0065
久慈市十八日町一丁目1番地
TEL 0194-53-3211

　銀行としての役割を終え、調査と保存修理が
進行中の赤レンガこと、旧中ノ橋支店。建物の中
は今、どうなっているのかという興味に応えるよ
うに、今年7月、見学会が開催されました。企画
したのは、紺屋町界隈街並み協議会。会長の
森理彦さんは、赤レンガのそばにある「茣

ご

蓙
ざ

九
く

森九商店」の若旦那で、間近に赤レンガを見て
暮らしてきました。「生活の一部だったので、特に
意識したことがなかったです」と、幼い頃を振り
返ります。
　赤レンガの魅力に気がついたのは、大人になっ
てから。取引先銀行として立ち寄るうちに、貴重
でありながらも、親しみ深い建物だと感じるよう
になったといいます。「支店としての役割が
終わると聞いてからは、待ち時間にも以前より
よく見るようになりました。引退したときには、

岩手銀行
久慈中央支店
〒028-0051
久慈市川崎町10番10号　
TEL 0194-53-5211

　全国的なブームを巻き起こした、ＮＨK朝の連続
テレビ小説『あまちゃん』。ロケ地となった久慈市
は観光客が増えるなど、あまちゃん効果に沸きまし
た。岩手銀行でも、今年4月に入行した「まだまだ
あまちゃんですが……」という2人の新人行員が
奮闘中です。
　久慈中央支店勤務の前川蘭行員は、窓口後方
のオペレーター業務を経て、8月から為替と日本
銀行代理店業務を担当しています。「日銀業務は、
印鑑の付き方ひとつにも、とても正確性を要し
ます。覚えることがたくさんありますが、先輩方
が優しく教えてくれるので心強いです」と笑顔
を見せます。課題をひとつクリアするたび、
心の中で「できた！」とガッツポーズ。その
前向きな姿勢で、着実に「あまちゃん
脱出」への道を歩んでいます。

「人と話すのが好きですし、
地域の方々と近く接することがで

きるので、この仕事を選びました」と
いうのは、久慈支店の三河淳美行員。
本人の希望もあって、お客さまに直接対応
できる窓口業務を行っています。その中で、

『あまちゃん』の放送が始まってから、地域の人
たちが本当に笑うようになったと感じているとの
こと。「今は、先輩たちにサポートしてもらって
いるので、いずれ私がサポートできるくらいになり
たいです」と話す瞳は、ドラマのヒロインのように
きらきらと輝いていました。

寂しさを覚えましたね」と森さん。その気持ちは、
多くの市民のみなさんも同じだったようで、紺屋町
界隈街並み協議会が見学会を告知したところ、
かなりの反響がありました。当日は、調査を担当
する文化財保存計画協会の津村泰範さんの説明
を聞きながら、40人ほどの参加者と一緒に森さん
も見学。「屋根裏など、銀行業務を行っている
ときには見られなかった場所や、調査のために
むき出しになっている床下部分などを驚きと
ともに見ました」と、興味深げに話していました。
　今後の赤レンガについて、「修復の段階で、
また見学会が開催できたらいいですね。修復が
完了したらライブやコンサートの会場にしたらど
うだろうなど、いろいろ想像して楽しんでいます」と、
森さんは期待を膨らませています。それはきっと、
多くの人たちの夢と重なっていることでしょう。

紺屋町界隈街並み協議会　会長

森
も り

　理
ま さ

彦
ひ こ

 さん

　紺屋町は、趣ある建物が多い町。
住民がひとつになって、町の
魅力と傍を流れる中津川など
自然の魅力を伝えていこうと、
協議会組織を作って活動して
いる。森さんの家業は、古き
良き生活雑貨を商う「茣蓙九
森九商店」。文化13年（1816）の
創業で、赤レンガより90年以上
も前から、盛岡の街を見守って
きた。竹細工のカゴやホウキ、
タワシなどが並ぶ店は、江戸時代
の商家の風情を今に伝える
貴重な建物だ。

「赤レンガが、そこにある……。ごく当たり前の風景として暮らしてきました」と話す森理彦さん。

「窓口に出たら、最前線で突っ走っていきたいです」と笑顔で話す三河淳美行員。 7
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主要な指標の推移
コア業務純益
コア業務純益は、役務取引等利益が増加したものの、資金利益
が利回りの低下により減少したことなどから、前年同期対比
４億円減少の５５億円となりました。

預り資産残高
　投資信託の販売が堅調に推移したことなどから、前中間期末対比
237億円増加し、期末残高は2,907億円となりました。

中間純利益
コア業務純益が減少したものの、与信費用が減少し貸倒引当金
戻入益を計上したほか、有価証券関係損益が改善したことなどから、
中間純利益は前年同期対比１０億円増益の３８億円となりました。

格付け
　「格付け」とは、企業の債務履行能力を第三者である格付機関が
客観的に評価し、その結果を簡単な記号で表したものです。当行
は国内外の２社の格付機関から「格付け」を取得していますが、
双方から安全性を高く評価されています。

業績トピックス
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貸出金残高
主に地方公共団体向け貸出が増加したことから、前中間期末
対比408億円増加し、期末残高は１兆5,578億円となりました。
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預金等残高
復興に係る交付金の流入により公金預金を中心に増加したこと

から、前中間期末対比1,400億円増加し、期末残高は3兆274億円
となりました。
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自己資本比率
平成２5年９月末の単体自己資本比率は、

内部留保の積上げにより自己資本が増加した
ことから、前中間期末対比0.09ポイント
上昇し１３．９9％、このうちTierⅠ（基本的項目）
比率は、１２．64％となっており、どちらも高い
水準を維持しております。
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岩手県内における当行の預金等・貸出金シェアは、県内の地銀、第二地銀、都銀、信用金庫のなかでトップとなっています。
（注）県内シェアは、国内銀行（ゆうちょ銀行を除く）および信用金庫による割合です。

県内貸出金シェア　　平成25年3月中平均残高ベース

当行
41.8％

第二地銀
21.8％

地銀
20.1％

合計
100.0％

信用金庫
14.6％

都銀
1.7％

地域向け貸出金残高の推移
平成２5年９月末の地域向け貸出金残高は1兆19億円で、総貸
出金に占める割合は64.3％となっています。
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貸出金残高に対する地域向け貸出金残高比率

県内預金等シェア　　平成25年3月中平均残高ベース
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地域の預金等残高の推移
平成25年９月末の地域の預金等残高は２兆8,099億円で、
預金等全体の９割以上を地域のお客さまからお預かりしています。
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28,099

「地域」の定義 当行にとっての「地域」とは、当行の主要な営業基盤である「岩手県」を指しています。
なお、県内向け預貸金等各種記載計数につきましては、岩手県内各店舗の合計数値としています。

〈自己資本比率〉
　信用の程度に応じてウェイト付けした資産および
事務事故、システム障害等で損失が発生する可能性
のある金額の合計（リスクアセット）に対する自己資本
の割合です。この比率が高いほど不良債権処理等に
対する備えが充実していることを示し、当行のような
国内支店のみの銀行は４％以上の水準を維持する
必要があります。

用 語 の ご 説 明

●諸計数は原則として単位未満を切り捨てております。●構成比は100に調整しております。

※保険は、販売累計額を記載しております。


